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研究成果の概要（和文）：特発性間質性肺炎（IIPs）のうち、通常型間質性肺炎（UIP）あるい

は非特異性間質性肺炎（NSIP）に着目し、CT 画像データ・コンピューター解析システムを開

発した。UIP や NSIP に特徴とされる病変の位置や大きさ情報のうち、各肺葉における肺容量

の自動測定が可能となった。また、病変部位の局在に関しても、肺のどこの部位（上葉、中葉、

下葉）に病変が存在するかを解析する事が出来るようになった。病変の形態情報に関しても、

各成分の大きさや不均一性を解析可能なコンピューター解析システムを構築した。 
  
 
研究成果の概要（英文）：We have developed a custom software to analyze the idiopathic 
interstitial pneumonias (IIPs), especially for usual interstitial pneumonia (UIP) and 
non-specific interstitial pneumonia (NSIP). The software includes the automated volume 
analysis tool for each lung lobes, and the automated lesion detection tool. The features of 
the lung diseases were also analyzed in terms of size and heterogeneity of the lesions. 
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１．研究開始当初の背景 
 特発性間質性肺炎(IIPs)は原因不明の疾
患であり、UIP、NSIP、COP/OP、AIP/DAD、
DIP/RB-ILD などの各種病理組織パターンに
分類される。IIPs の診断には高分解能 CT
（HRCT）が重要な役割を果たし、IIPsが疑わ

れた場合には、まず HRCT を行い、その所見
が典型的特発性肺線維症(IPF)像であり、か
つ、いくつかの基準を満たせば、臨床的 IPF
と診断するフローチャートが提示されてい
る。しかし、この HRCT 所見の正確な診断の
ためには、経験のある放射線医が読影する必
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要があるとされている。ところが、我が国に
は呼吸器専門放射医が少なく、一部の施設で
しか IIPs の正確な診断を行うことが難しい
のが現状である。 
 
２．研究の目的 
 経験のある放射線医がいなくても、CT画像
データより特徴量を自動的に抽出し、数値化
することで、画像の定量評価を行い、肺の構
造と機能の関係を明らかにすることを目的
とした。具体的には、IIPs の HRCT 画像デー
タを用いて UIP や NSIP に特徴とされる病変
の位置や大きさ情報、さらには形態情報を解
析することが可能なコンピューター解析シ
ステムを構築することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）滋賀医科大学呼吸器内科にて特発性間
質性肺炎(IIPs)のうち UIPあるいは NSIPと
診断が確定している症例の画像データベー
スを作成する。 
（２）このデータベースに登録された症例の
画像につき、「画像匿名化ソフトウエア」に
より完全に匿名化した後に、画像データをパ
ーソナルコンピュータに転送して解析を行
う。 
（３）UIPや NSIPに特徴とされる位置や大き
さの情報（肺底部優位、胸膜直下優位、肺葉
の容積縮小など）、形態情報（蜂巣肺、網状
影、すりガラス陰影、浸潤影など）、その他
の特徴的な所見（牽引性気管支拡張など）、 
病変の空間的均一性などにつき、数学的に解
析可能な指標の作成を行う。 
（４）これらの情報を統合し、IIPｓのコン
ピューター解析システムを構築する。 
 
４．研究成果 
 今回の研究のために新たに作成した画像
データベースを用いて、特発性間質性肺炎
（IIPs）のうち通常型間質性肺炎（UIP）あ
るいは非特異性間質性肺炎（NSIP）と診断が
確定している症例のデータ解析を行った。新
たに開発した CT 画像データ・コンピュータ
ー解析システムによって、UIPや NSIPに特徴
とされる病変の位置や大きさ情報（肺底部優
位、胸膜直下優位、肺葉の容積縮小など）の
うち、各肺葉における肺容量の自動測定が可
能となった。また、病変部位の局在に関して
も、肺のどこの部位（上葉、中葉、下葉）に
病変が存在するかを解析する事が出来るよ
うになった。病変の形態情報（蜂巣肺、網状
影、すりガラス陰影、浸潤影など）のうちで
も特徴的なものとしての蜂巣肺に注目し、蜂
巣肺を形成する各成分の大きさや不均一性
を解析する事が可能なコンピューター解析
システムを構築した。今後は、これらのコン
ピューター解析システムを画像データベー

ス以外の多数の症例に適用することによっ
て、本研究によって開発された CT 画像デー
タ・コンピューター解析システムの有用性を
示すことが可能である。 
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